
SNSを学習活動で使った際の困り感 
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１、実名投稿であっても、学習課題から 

 逸れていくいわゆる「荒れ」が起こる 

 こと 

 

２、一部のＳＮＳ慣れしている生徒は 

 どんどん「書き込み」をするが、 

 他の生徒は傍観者となりがちなこと 
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これらの問題は、学習活動を根本から成り立た
なくするために、致命的 
 

①学習課題解決が不十分になる 

②自由闊達な議論が抑制される 

③学習不参加者が増大する 

 

解決は必須だが、 

教員からの「まじめにやりましょう」といった
注意や叱責は、生徒が「無難な回答」をする
結果を招き、投稿の量も質も下がることが予
見された 
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研究仮説  

仮説１，生徒たちにSNSは私的な交流の場ではなく、 

「公的な場」だという意識を持たせることで、学習課題か

ら逸れていく「荒れ」がなくなる 

 

  →SNSは、学習課題を投稿する場 
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仮説２，ＳＮＳの投稿から他の生徒の「よいところ」や
「自分にはない知見や観点」を根拠を示しつつ 

引用させることで、 

 ①ＳＮＳは他者の意見を受容する場という認識と    

   安心感を生み出し、投稿しやすくなる 

 

 ②自分が「良い」と思う理由や、その知見や観点は自分に 

   あるのかどうかを自己省察させて、多様な意見を 

  吟味し、自己のものの見方や感じ方、考え方 

  を広げる機会であることが体験的に理解されて、反射的な 

  短文投稿や、吟味無しの続けざまの投稿が抑制される 
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研究の方法 

１、教員からの課題について「自分の分析と意見のみ」を 

  ednityに投稿することを複数回続ける 

 

２、他の生徒の「よいところ」や「自分にはない知見 

 や観点」を引用し、根拠を示しつつ投稿すること 

  を複数回続ける 
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「自分の分析と意見のみ」をednityに投稿 
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「よいところ」や「自分にはない知見 
 や観点」を引用し、根拠を示しつつ投稿 
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成果１ 

「荒れ」が 
生じなくなった 
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成果２ 

授業中に自発的な 
発言をほとんどし
ない生徒の意見を
リアルタイムで 
生徒全員が知れる
ようになった 
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2014.2.7  中学2年生80名の回答（複数回答） 
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生徒の意見 

・ednityで自分の意見を述べると、言葉で言うよりもよく考えてまとめる事 
 が出来て、自分の考えている事をそのまま述べれるところが良い。 
  
・まず一つ目に全員の意見が分かり、それだけでなく、簡単に見ることが 
 出来るのがいい。自分の意見をしっかり述べられるからいい。今後も使い 
 たい。 
  
・全員が、どんな意見を出しているのかがしれてよかったです。これによっ 
 て、自分の考えを変えることによって、意見の質が上がるからです。 
 
・手を挙げて口答で言うとなると、結果的に同じ人の意見ばかり聞くことに 
 なってしまうけれども、ednityだと、いつも発表したりしない人の意見も 
 聞けるうえ、自分のペースで他の人の意見が見れるのでいいと思いました。 
  でも、パソコンやiPadの画面越しの会話よりも、人が声を出した方が、 
 はやいし、すぐにわからない部分の質問もできるうえ、感情も伝わりやす 
 いので、そこはednityに賛成できない。 
  また、個人的な意見ですが、静かすぎのは授業らしくないと思ったし、 
 変に緊張してしまった。 
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2014.2.7  中学2年生80名の回答（複数回答） 
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成果と課題 

 問題点の解決もできたし、投稿の量と質も落ちること
はなかったので、有効な方法である。 
 
 しかし当初から実証研究を計画した訳ではなかったの
で、以下の点が確かめられなかった。 
 
①生徒間の意見交流を、年間の学習指導計画の関係で 
 ２回程度しかできず、問題解決の継続性について確か 
 められなかった。 
 
②意見交流において教員がどんな役割を果たすとより活 
 発な意見交流がなされるのか確かめられなかった。 
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